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吉野作造 ― エスペラントの先駆者

後藤 斉

第53回東北エスペラント大会
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仙台市太白区 秋保の郷 ばんじ家
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概要

・ 大正デモクラシーの旗手吉野作造は、1903

年にエスペラントを紹介し、学習し始めた日本
エスペラント運動の先駆者の一人である。

・ 吉野は1919年にエスペラントを再開し、20

年から日本エスペラント学会理事になる。その
学習の動機には、朝鮮や中国との関係があっ
た。
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１． はじめに

『河北新報』1924(大正13)年4月17日
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1. はじめに
RO 1926.10

第14回日本エスペラント大会

9.24-26 於東京市青山 日本青年館

…次いで柳田國男氏登壇議長就任の

挨拶をせられ議長席につかる。…こゝで
柳田名議長はこれらをうまくさばいて次の

やうな決議をすることを満場にとうて満場

一致で可決して紛糾した問題は解決した。

19時過やつと食卓の用意ができたので

一同着席食事が始まり杯の数を重ねる

に随つてエスペラントの雰囲気が濃密の

度をましてくる。…次いで柳田國男氏が

立つて日本の同志の大同団結を慫慂さ

れた。
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１． はじめに

下村 宏 (号海南)

1875～1957

1915年 台湾民政局長官

1921年 朝日新聞社専務

1943年 日本放送協会会長

１945年 国務大臣内閣情報局総裁
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１． はじめに

『欧米より故国を』

(丁未出版社, 1922)

1921～22年欧米視察旅行記

p.398.

下村 宏
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2． 吉野作造

吉野作造記念館

www.yoshinosakuzou.jp

宮城県大崎市古川
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2． 吉野作造

1878 現大崎市に生まれる

1897 宮城県尋常中学卒業

1900 第二高等学校卒業

1900 東京帝大法科大学入学

本郷教会で『新人』の編集に参加

1904 東京帝大卒業

1909 東京帝大助教授

1910 3年間欧米留学

1914 東京帝大教授

1920 日本エスペラント学会評議員

1924 東大を辞し、朝日新聞社

顧問となるも、間もなく退社

1933 逗子のサナトリウムで没
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3． エスペラントとの接触

吉野作造「『明治事物起原』を読んで」 (『新旧時代』1926.12)
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3． エスペラントとの接触

『明治事物起原』を読んで (『新旧時代』)第2年第9冊 1926(大正15)年12月

エスペラントと私

…… 私は之より先き明治三十六年五月発行の「新人」誌上に「世界普通語
エスペラント」と題し、可なり詳細の紹介を公にしたことがある。之はその当時
愛読して居つた倫敦「レヴィー・オヴ・レヴィー」誌に出て居たウヰリアム・ス
テッドの論文を訳したものであつた。 ……

「新人」への寄稿と同時に、 「レヴィー・オヴ・レヴィー」の広告に依り、ォーコ
ンノル著「エスペラント」と云ふ独案内を倫敦へ註文した。この本は今以て所
蔵して居るが、十一月十日着到の附記があるから、私も明治三十六年の十
一月から之を学び始めたと云ふわけになる。真面目にもやらなかつたし、又
間もなく中止したから、物には勿論ならなかつた。 ……

そんな次第であるから、当時は黒板博士の様な熱心な研究家のあることを
しらなかつたし、又其後協会の創立を耳にしても入らうともしなかつた。……
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3． エスペラントとの接触

「海外余聞」欄の無署名記事

「世界普通語エスペラントー」

『新人』第4巻第5号, pp.36-37.

1903年5月
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4． エスペラント再学習

『東京朝日新聞』 1919(大正8)年6月4日
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4． エスペラント再学習

吉野作造日記 1919年

5.31 午後エスペラント普及講演会に出席して一場の演説す 夜燕楽軒に
開かれたるその会の招宴に臨む

6.1 此日より改めて露西亜語とエスペラント語との復習を始む

6.10 朝の中雑用を済ましエスペラントとロシア語の例規の研究をやる

7.17 此頃はエスペラントとロシア語とをやつている 我ながら相当に進歩
しつゝ ありと思ふ

7.21 朝一寸エスペラント講習会に出席す 会館にてやる
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4． エスペラント再学習

The Japan Advertiser 1920.4.2

New Thought in Japan



15

4．エスペラント再学習
Sakuzo Yoshino.  New Thought in Japan
“The Japan Advertiser”  1920.4.2

Since last summer some of us 
have been  getting together with 
the Korean and Chinese students, ...
... some of the Japanese students 
have begun to feel that to ask these 
students to adopt our language ...
isn’t treating them on a basis of equality. ...

So there has been an effort to
get a language in which they can 
converse on an absolutely equal 
basis.  Since September they have 
been meeting once a week studying 
Esperanto ...
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4． エスペラント再学習
The Japan Advertiser 1920.4.2

New Thought in Japan

…昨年夏以来、我々の幾人かが、朝鮮人や支那人の学生たち
と会合し、いろいろ話し合って互いの見地を理解し合おうと試みて
いる。これらの小会議で使われたのは日本語であるが、会議で
我々の言語を用いるように要求するのは、朝鮮や支那の学生たち
を平等に扱っていることにならないと感じる日本人学生が何人か
いる。彼らに私達の言語を使わせ、私たちより一段下に置いてい
ることになるからである。そこで、全く平等な立場で会話ができる
言語を使う努力がなされている。この学生たちは、9月以来、自由
平等に会話ができる共通言語を使う目的で、毎週一回エスペラン
ト語を学ぶために集まっている。…(太田・宮本訳による)
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5． 影響

『デモクラシイ』(新人会) 第1巻第7号 1919.10.15
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5． 影響

コスモ倶楽部

一九二〇年から一九二三年にかけて存在

思想団体としてのコスモ倶楽部の特徴は、「人類をして国民的憎悪、
人種的偏見を去つて、本然互助友愛の生活に進ましめることを目的
とする」(「規約」)、具体的にいえば、日本帝国主義のアジア侵略に反
対する日本の社会主義者と民本主義者、および朝鮮と中国の留学生
ナショナリストの交流を主目的とする国際的組織であったことである。

この組織の萌芽は一九一七年に吉野作造が東京帝国大学基督教
青年会内に設けた参話会に求められる。……吉野の朝鮮人および中
国人との接触はますます深まり、三一運動に際しては…同化政策を
糾弾し、…。五四運動に際しては、…中国人留学生の救済に奔走した。

松尾「コスモ倶楽部小史」
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5． 影響
LA KOSMO-KLUBO
1. Nia asocio estas nomate la Kosmo-Klubo, kaj ĝia ĉefa oficejo 

estas en Tokjo, Japanujo, ...
2. La Kosmo klubo celas ke, lasi la homaron forlasi nacien 

malamon kaj antaŭjuĝojn de rasoj, kaj ĝui la ĝustan vivon de 
la komuna helpado.

3. Tin, kiu konsentas al nia ideo, povas esti klubano per konatiĝo 
de plumulto ol du klubanoj.

4. Pro plenumi ĝian propran celon, la klubo agadas en la 
sekvantajn taskojn.

a) Sociala kunsido de la klubanoj (unufojon, unumonato)
b) Kunsido por studado (neregule)
c) Parolado (plimulto ol du fojojn, unujaro)

...
La provizora of cejo de la Kosmo-Klubo.
La Imperia universitato Y.M.C.A.
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まとめ

・ 大正デモクラシーの旗手吉野作造は、1903

年にエスペラントを紹介し、学習し始めた日本
エスペラント運動の先駆者の一人である。

・ 吉野は1919年にエスペラント学習を再開し、
20年から日本エスペラント学会評議員になる。
その学習の動機には、朝鮮や中国との関係に
おける言語の平等という考えがあった。
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吉野作造 ― エスペラントの先駆者 後藤 斉

Dankon por via

afabla aŭskultado


